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　2026年に名古屋市で開催される「アジア・アジアパラ競技大会」は、大規模な国際ス
ポーツイベントであり、まちの姿を大きく変えるパワーを有しています。それは、開催
都市のスポーツ振興や住民のアクティブライフの推進といった地域資産形成型政策（イ
ンナー政策）の充実に加え、国内や海外から人を呼び込み、名古屋市の経済を活性化す
るという域外交流振興型政策（アウター政策）を起動させる力です。本ビジョンが掲げ
る「アジア・アジアパラ競技大会を契機としてめざすまちの姿」としては、「健康・地
域活力」と「魅力・誇り」が前者で、「国際交流・多様性」と「イノベーション・持続
可能性」が後者にあたります。特に大会後のレガシーを活性化（アクティベート）する
施設活用の推進や、大会の開催によって向上した知名度と都市ブランドがもたらすイン
バウンド観光客やMICE誘致件数の増加など、名古屋市に人や情報、そしてイノベーショ
ンを呼び込むアウター政策が、今後さらに重要性を増すでしょう。
　都市には目標が必要です。本ビジョンに描かれているまちの姿を実現するため、アジ
ア・アジアパラ競技大会を成功させ、そのレガシーを正しい方向に導くことが大切で
す。「2026アジア・アジアパラ競技大会NAGOYAビジョン有識者懇談会」の座長とし
て、2026 アジア・アジアパラ競技大会に向けた本ビジョンが、名古屋市民のアクティブ
ライフを推進し、健康でウェルビーイングなまちづくりに貢献することを心から祈念し
ております。
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